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新潟東港地域
水道用水供給企業団

新潟東港地域水道用水供給企業団



地球上の生命を育む

はじめにはじめに

　海や川の水は、地球の熱で少しずつ蒸発し、蒸発した水は、雲になります。雲ができると雨や

雪が降り、水はこうして、また地表に戻ってきます。雨や雪となって降った水は、山や湖、ダムに

溜まり、それ以外は地面に滲み込んだり、川に流れて海に戻ります。

　湖やダム、川の水は、飲み水や工場などの様々な目的で使われるために取水されます。取り

入れられた水は、浄水場に送られ、砂や濁りが取り除かれ、消毒されて綺麗になります。こう

して綺麗になった水が、私たちの家庭やお店、工場などに送られ、生活を支えてくれています。

　貴重な資源である水は、太古の昔からこの地球を循環しています。今、この貴重な水を大切

に使い続けていくことが、私たち人類に求められています。自然環境や水を取り巻く環境にも

配慮しながら、水と共存していくことを考えていきます。

水道水大切な水
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沿革沿革
　新潟東港地域は、背後地には越後平野

が広がり、日本海と飯豊連峰に囲まれた

新潟県の北東部に位置しています。

　当地域は、新潟東港という新港を中心

に、昭和38年に「新産業都市」整備計画

地域の指定を受け、県は港の建設とこれに

付帯する臨海工業地帯の造成を行って

いましたが、経済の高度成長期と相まって

背後地の関係市町村では、人口の増加

が予想されていたので、開発に対する

対応策の一環として、水道の整備が課題

となっていました。

　新潟県においては、昭和40年代に

至り全国と同様に水道の普及率が70％

を超え、生活水準の向上や産業の発展等

により水の使用量が増加し、市町村単独

での水源の確保が困難となることが見込

まれる状況にありました。

　県は、独自の水道整備計画を策定して、

水源対策や水の合理的な利用、二重投資

の抑制等の目的から水道の広域化に

向けた指導を行っていました。

　一方、新潟東港地域の背後地となって

いる新潟平野のうち、阿賀野川流域では

農林省北陸農政局（当時）で、昭和37

年度から農業用水の改良を目的として

阿賀野川用水農業水利事業に着手して

いましたが、農地の市街化並びに農業を

取り巻く著しい社会情勢の変化により、

潅漑面積が減少したため事業の縮小を

余儀なくされ、これに伴い既存施設及び

農業用水利については、施設の共同利用

による施設の多目的化と都市用水への

転用の必要に迫られていました。

　国、県及び関係団体で協議を行い、

取水・導水施設については、これら関係

施設を共同施設とし、水源を農業用水利

から転用とすることで結論を見ました。

　当企業団は、当初3市1町1村（新潟市、

新発田市、豊栄市、紫雲寺町、聖籠村）に

よる用水供給事業として、昭和48年7月

25日に企業団設立許可を得て発足し、

創設事業に着手しました。

　その後、新潟東港臨海水道企業団（末端

給水事業）の加入や社会情勢の変化に

より創設事業の計画変更を行い、昭和

48年度から平成7年度までを工期とし、

総事業費120億円により事業を完了

しました。

　現在は、令和3年3月策定の「新・新潟

東港水道ビジョン」及び「マスタープラン

2021」に沿って事業を進めています。

※新潟市が、平成17年3月21日豊栄市を編入合併　※新発田市が、平成17年5月1日紫雲寺町を編入合併
※新潟東港臨海水道企業団が、平成21年11月30日脱退（解散）
※明和工業㈱が受水団体として、平成21年12月1日参画（明和工業㈱は、新潟東港の立地企業や船舶に給水を行う
　簡易水道事業者）

頭首工を上流から下流を望む

3 4

沿
革

沿
革



0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

新潟市 新発田市 聖籠町 明和工業（株）

受水量
20,450㎥/日

受水量
38,000㎥/日

受水量
7,000㎥/日

受水量
10,000㎥/日

（阿　賀　野　市）

取水口

阿賀野川頭首工

日　本　海

聖　籠　町聖　籠　町

新　潟　市
北　区

導水ポンプ場
(沈砂池)

新　発　田　市

新　潟　市

聖籠町

新潟市

新発田市北区東区

西区

南区

江南区

秋葉区

中央区中央区

西蒲区

凡　例

浄 　水 　場

調 　整 　池

送　 水 　管
導　 水 　管
導　 水 　路

新潟県
福島県

群馬県
栃木県

長野県

山形県 宮城県

茨城県

紫雲寺中央調整池

紫雲寺西部調整池

新発田調整池

聖籠調整池

東港調整池東港浄水場

豊栄調整池

新潟調整池
明和工業㈱明和工業㈱

明和工業㈱

新潟東港地域の四つの水道事業体に
安心・安全な水道用水を安定的に、
効率的・効果的に継続して供給することを 
使命としています。

企業団管路図
事業概要

新潟東港地域水道用水供給企業団と用水供給事業について

一日最大供給量
75，450㎥/日

　企業団とは、地方公営企業の経営に関する事務を共同処理する一部事務組合のこと
をいいます。
　昭和４８年度に新潟東港地域水道用水供給企業団を設立し、現在、新潟市、新発田市
及び聖籠町の2市1町（構成団体）が、広域的に水道用水供給事業の経営に係る施設の
建設及び維持管理等の事務を共同で処理しています。
　２市１町の構成団体及び構成団体以外で受水団体となる明和工業株式会社（新潟東港
の立地企業や船舶に給水を行う簡易水道事業者）に安全な水道用水を安定的に供給（卸売
り）し続けることを事業の目的としています。

事業概要
安心を未来へつなぐ広域水道
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新潟市

喜多方市

会津若松市

檜原湖

猪苗代湖

尾瀬沼

阿賀川

阿賀川

日橋川

只見川

常浪川

阿賀野川

早出川

新谷川

奥只見ダム

田子倉ダム

大川ダム

早出川ダム

日本海

新潟県

福島県

荒海山
尾瀬の源流

福島県喜多方市山都町 阿賀野市曽郷

　新潟東港地域水道用水供給企業団は、一日最大75,450㎥の水道用水の供給を事業の目
的として、その水源を一級河川阿賀野川水系阿賀野川から、毎秒0.950㎥（日量82,100㎥）
を水利権として確保し、事業を運営しています。

関係団体の安定的な給水サービスが安心して実施
できるよう安全な水源と必要水量を確保しています。

事業の位置図

水源水源

阿賀野川水源概要
河川の諸元

阿賀野川水系

阿賀野川

210km（10位）

7,710㎢（8位）

82,100㎥（0.950㎥/S）

幹 川 流 路 延 長

河 川 名

水 系 名

流 域 面 積

計画一日最大取水量
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新潟県

聖籠町

新潟市
新発田市
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五泉市

阿賀町

西会津町

金山町

加茂市

喜多方市

北塩原村

会津坂下町

会津美里町
会津若松市

柳津町

三島町

湯川村

磐梯町

猪苗代町

田上町

三条市

長岡市

胎内市
関川村

北区東区

西区

南区

江南区

秋葉区

中央区

阿賀野川頭首工

分水口 導水路 導水管(水管橋)

沢口導水ポンプ場

取水・導水施設取水・導水施設

　阿賀野川表流水は頭首工から約17kmの
開水路と約17kmの導水管(φ1800)を経て、
東港浄水場に到達します。

阿賀野川流域図

阿賀野川の流域を示す
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全長　16,782m

一系浄水池

二系浄水池

ろ過池で最後の汚れをろ過します。



中央監視室 粉末活性炭注入設備

粉末活性炭設備



阿賀野川上流採水

平成23年3月取得
平成27年3月更新
平成31年3月更新

（水道水質検査優良試験所規範）



送水形態送水形態

新潟調整池

東港浄水場

東港調整池

聖籠調整池

新発田調整池

紫雲寺中央調整池紫雲寺西部調整池

豊栄調整池

新潟市 新潟市

明和工業（株）

聖籠町

新発田市

新発田市 新発田市
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　新潟東港地域水道用水供給企業団は、安全な水道用水を安定的かつ低廉に供給対象の4団体に供給す
るために、水源から調整池等供給地点まで水質管理の徹底と施設の保全に努めるとともに、経営の効率化
や経費節減を図り、事業運営を行っています。
　近年、少子高齢化に伴う人口減少や節水型社会の浸透により、水需要と料金収入が減少を続けています。
さらに、浄水場や管路などの施設の経年化の進行や頻発する自然災害への備えも課題となっています。
　このような状況の中、企業団では、安全・強靭・持続をキーワードとした「新潟東港地域水道ビジョン」の
基本理念である「安心を未来へつなぐ広域水道」を果たし、基盤強化を図るため、その取り組みの方向性を
示した実施計画となる本マスタープランのもとで、令和3年度から令和12年度までの10か年で、計画的
に取り組みを進めることとしました。

　様々な水質問題に的確に対応するとともに、水源から受水団体までの総合的
な水質管理体制を確立することが重要であることを念頭に、水道用水の安全性
を確保します。

安心・安全・安定を基本理念にユーザーから信頼される
水道を目指します。

安心を

未来につなぐ

広域水道

水道ビジョンの実践水道ビジョンの実践

清浄な水を
供給するために
【安全】

健全な経営を
目指すために
【持続】

安定した
用水供給を継続的に

行うために
【強靭】

●Ⅰ 水の安全性確保

　安定した用水供給を継続的に行うために必要な水源を確保することを基本と
し、諸施設の計画的な更新・改良に努めるとともに、運用面での弾力的な水融通
を図るための調査・研究を行います。

●Ⅱ 確実な用水供給の確保

　地震等の災害時や事故発生時においても、ライフラインとしての機能を確保
するとともに、迅速な対応が図れる組織・体制とすることにより、災害に強い水道
を構築します。

●Ⅲ 危機管理機能の強化

　諸施策の実施にあたっては、公営企業として常に経済性を発揮するために、業
務の効率化を進め経営の健全化に努めます。
　今後、ベテラン職員の退職を控え、事務・技術ともに専門的な知識を有する職
員が不在となる状況であり、事業継続のために職員の確保と人材育成、技術の継
承を図り、組織力を強化します。

●Ⅳ 業務改善の推進（経営の効率化）
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組織図

組織組織 年表年表
新潟東港地域水道用水供給企業団は、特別地方公共団体として一般の地方
公共団体（新潟市など）と同様に独立した法人格を有しています。

執行機関のほかに、各構成団体の議会から選出された11名の議員からなる
企業団議会が設置されています。

執行機関には、企業長が企業団議会の同意を得て選任する2人の監査委員が
置かれています。

また、重要事項を調査・審議する企業長の諮問機関として、各構成団体の首長
等により構成される運営委員会が設置されています。

なお、業務の適正かつ円滑な運営を図るため、構成団体の水道担当局長や課長
等で組織された併任職員会議が設置されています。

議会（11名）

新潟市（6名）

新発田市（3名）

聖籠町（2名）

運営委員会（3名）

新潟市副市長

新発田市長

聖籠町長

新潟県知事から「新潟東港地域水道用水供給企業団設立許可」を得る（構成
団体：新潟市、新発田市、豊栄市、紫雲寺町、聖籠村）厚生大臣から水道用水
供給事業の認可を得る（計画一日最大供給量：70,450㎥/日）

昭和48年 7月

浄水場用地の買収を完了昭和52年 4月

建設大臣から水利使用許可を得る（0.888㎥/秒、76,700㎥/日）昭和57年 3月

紫雲寺町（中央地域）へ供給を開始する昭和59年 12月

新発田市へ供給を開始し、全面供給となる平成  2年 1月

導入ポンプ（県企業局との共同工事）設備の整備完了平成  7年 3月

第三期建設事業の完了（創設事業を完了する）平成  8年 3月

新潟市が豊栄市を編入合併したことにより構成6団体から5団体となる

新発田市が紫雲寺町を編入合併したことにより構成5団体から4団体となる

平成17年 3月

5月

新潟東港臨海水道企業団の解散・脱退により構成4団体から3団体となる

明和工業（株）が新たに受水団体として参画したことにより4受水団体となる

平成21年 11月

12月

浄水場に原水到着

第一期建設事業（41,400㎥/日）完成

新潟市へ供給を開始する

豊栄市へ供給を開始する

昭和56年 2月

3月

4月

5月

構成団体として新たに新潟東港臨海水道企業団が加入する（新潟東港臨海水道
企業団構成団体：新潟県、新潟市、豊栄市、聖籠町）

紫雲寺町（西部地域）へ供給を開始する

聖籠町へ供給を開始する

新潟東港臨海水道企業団へ供給を開始する

昭和58年 4月
　

7月

8月

10月

厚生大臣から水道用水供給事業の変更認可を得る（計画一日最大供給量：
82,800㎥/日）

昭和55年 3月

建設大臣から水利使用許可を得る（1.044㎥/秒、90,200㎥/日）
第二期建設事業（専用施設82,800㎥/日）完成

平成  3年 3月

北陸地方整備局長から水利使用許可（更新）を得る（1.044㎥/秒、90,200㎥/日）平成13年 5月

水道GLPの認定継続平成27年 3月

水道GLPの認定継続平成31年 3月

新・新潟東港地域水道ビジョン及びマスタープラン２０２１を策定令和3年 3月

北陸地方整備局長から水利使用許可（変更・更新）を得る
（０．９５０㎥/秒 、８２,１００㎥/日）

令和3年 9月

平成23年 3月 北陸地方整備局長から水利使用許可（変更・更新）を得る
（0.981㎥/秒、84,800㎥/日）
水道GLPの認定を受ける（JWWA-GLP073）
新潟東港地域水道ビジョン及びマスタープラン2011を策定

監査委員（2名）

（新潟市長…互選）

企業長 事務局長

併任職員会議（4名）
総務係

管理係

施設係

水質係

次長
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新潟
競馬場

県工業用水
笹山浄水場

競馬場IC 豊栄IC

聖籠IC

東港IC

蓮野IC

大夫興野IC

新新バイパス

日本海東北自動車道
豊栄駅

早通駅

白新線新崎駅

黒山駅豊栄スマートIC

豊栄新潟東港IC

新潟東港地域
水道用水供給企業団
（東港浄水場)

濁川IC

113

113

7

3

佐々木駅

〒950-3301  新潟市北区笹山1114番地
TEL.025-386-9111　FAX.025-388-3033
E-mail sinsuiki@estate.ocn.ne.jp
https://sinsuiki.jp/

H I G A S H I K O U

新潟東港地域
水道用水供給企業団

新潟東港地域水道用水供給企業団
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